
様式
１ 令和７年度　事業評価書

１．事業評価

指定管理者

自己評価 評価 確認方法 備　　　　考

Ⅰ．公共サービスの実施状況

1 3 3 聞取り

2 3 3 聞取り、書類

3 3 3 聞取り

4 3 3 聞取り

5 3 3 聞取り、書類

6 適切 適切 聞取り

7 4 4 聞取り

６月から９月までのクールシェルター 。町内の小・中学校
の児童・生徒への太鼓指導や、河原地域学校区教職員夏
期研修などの地域講師として協力。　小・中学校や地域敬
老会・公民館などの運動会・イベントなどのリハーサルや
雨天時の無料使用。小・中学校の行事等での駐車場・トイ
レの利用許可等。コミュニティバスのバス停留所設置の協
力等。

8 3 3 聞取り、書類

9 3 3 聞取り、書類

10 3 3 聞取り

Ⅱ．施設の維持管理の実施状況

11 3 3 聞取り

12 3 3 聞取り

13 適切 適切 聞取り

14 3 3 聞取り

15 3 3 聞取り

Ⅲ．施設の経営状況

16 3 3 聞取り

17 3 3 聞取り

Ⅳ．法令等の遵守状況

18 3 3 聞取り

19 滞納なし 滞納なし 聞取り、書類

20 適切 適切 聞取り、書類

21 適切 適切 聞取り、書類

評価対象期間 令和７年４月～令和８年３月分

施設名 鳥取市河原町総合・勤労者体育館

指定管理者名 株式会社 風土資産研究会

指定管理期間 令和３年４月～令和８年３月

施設所管課名 鳥取市教育委員会事務局　生涯学習・スポーツ課

確認する内容
施設所管課

仕様書・事業計画に基づく事業が適切に行われ
たか

基準に基づき、適切な人員配置がなされたか

業務に必要な研修や職員の育成・指導が適切
に行われたか

平等利用が確保され、利用者から利用許可に
対する苦情がないか

利用実績に関する帳簿が作成され適正に管理
されているか

減免対象者は、適切に減免しているか

地域の活性化につながる社会貢献活動等への
配慮はあるか

満足度調査を実施し、その結果は妥当か

利用者の苦情等を把握し、業務改善を実施して
いるか

利用者拡大のための改善・努力がなされている
か

清掃・衛生管理は適切に行われているか

備品・設備・施設の点検・修繕は適切に行われ
たか

消耗品の補充が適切に行われているか

再委託先の業務を適切に管理しているか

点検によって異常等が認められたとき、速やか
に適切な処置が実施されているか

事業収支は妥当であるか

施設の運営に要する経費節減の努力は、適正
になされているか

個人情報の管理は適切に行われたか

市税、国税、社会保険料等の滞納はないか

労働関係法規（労働基準法、労働安全衛生法、
最低賃金法など）を遵守しているか

設備、施設の法定点検、必要な届出は実施され
ているか



指定管理者

自己評価 評価 確認方法 備考

Ⅴ．施設運営に関する情報の公開

22 3 3 聞取り

23 3 3 聞取り

24 3 3 聞取り

Ⅵ．リスク管理の状況

25 3 3 聞取り

26 3 3 聞取り、書類

２．指定管理者の経営状況に関するコメント

３．自主事業の実施状況に対するコメント

評価区分 4

3

2

1

0

確認する内容
施設所管課

ＨＰ等可能な媒体を利用して情報公開している
か

指定業務に係る文書の保存が適切に行われ、
情報公開請求等に対応できるか。

市への報告体制が確立されているか

基準に基づき保安・警備業務が適切に行われた
か。鍵の管理は適切か

緊急体制マニュアルは整備されているか、緊急
時体制は職員に理解されているか

指定管理者

令和7年度は前年度ほどではなったが全体で利用者数・収益ともに前年度を若干上回った。 利用者数・総体: 8.5％減、勤体: 9.0％増、
合計:4.９％減 、 収益・総体: ０．９％減、勤体: １１．０％増、合計: 1.６％増だった。　総体の利用者減少の原因については、毎年開催され
ていた鳥取刑務所様主催の矯正展が開催されなかったことが大きい。また酷暑・大雪・雨漏りなどによる利用キャンセルも多かった。し
かし、利用者の減少を勘案したなかで収益について増加にあったことは、体育館利用頻度（稼働率）増加が認められたと考えます。（ア
リーナ稼働率・総体：7.3％増、勤体：13.3％増、合計：9.5％増）　管理コストについては、近年の物価高騰の影響と施設の老朽化に伴う修
繕に係る費用が懸念されるなか、経済合理性を考慮しながらの管理運営でした。　尚、自己資本比率、流動比率、固定比率、総資本経
常利益率は前年度より安定しています。

施設所管課
利用者数は若干の減となったものの、利用料金収入は前年度に比べ増加した。経営状況も管理運営を行うのに問題ない状態であると
判断する。

指定管理者

昨年度から鳥取市レクリエーション協会様のご協力で、６月・１０月レクリエーション大会出前講座の適時開催、また11月にはeスポーツ
体験会を開催することができた。　これまで自主事業の実施について試行錯誤を繰り返していたが、前年度からの周囲の協力や積極的
なスタッフ姿勢で、今年度は次年度に繋がる期待感が持てたが、思わぬハードルや慢性的な人手不足などの影響で若干スタートが遅れ
る危惧はあるが、所管課に相談しながら、新年度に向かい継続的な開催の実現に向けて引き続き進めていき、是非とも施設のイメージ
アップ・魅力発信に努めたいと考えます。

施設所管課
自主事業の実施は以前からの課題であったが、徐々に開催をいただいている。次年度以降はイベントの定着化やさらなる事業の展開を
目指して、引き続き地域活性化およびスポーツ振興に貢献していただきたいと考える。

４．総括コメント

指定管理者

施設所管課

利用者数はコロナ明けから回復傾向にあるもののコロナ禍前の水準までは回復しきっていないため、自主事業の実施やＨＰ・ＳＮＳを活
用したＰＲなど、利用者拡大に向けた取組みを工夫していただきたい。施設の修繕箇所については、市内の体育施設全体での緊急性や
優先順位を考慮しながら順次実施しているところである。不具合がある中での施設管理をお願いしているところではあるが、今後も継続
して適切な運営を実施していただきたいと考える。

※記入について

令和７年度は令和３年から始まった単独での指定管理2期目の最後の年だった。 指定管理期間の半分以上が新型コロナ禍という非常
事態の中での管理運営で、衛生管理や利用者確保・拡大にも大変困難であったが、令和５年度から徐々に回復して、前年度の利用・収
益増加率は最大だった。　今年度も勢いのままに弾みをつけたかったが、大規模イベント（矯正展）の会場変更や酷暑・大雪や、ここ数
年の最大の問題の雨漏りなどの影響で、総体の利用者数については減少となった。アンケート結果などを見ても、修繕の要望以外には
これといった苦情などもなく、広さと高さで満足度をカバーしている。　しかし、修繕も含めて抜本的な解決策を打ち出していかなければ
いけない事も避けては通れないので、次年度からの指定管理期間も所管課によく相談し、より良い選択をしていきたい。利用者拡大につ
いて、前年度に引き続き当施設の広さ・高さ等の利点を活かし各競技の大会を誘致したいと相談しているが、やはり雨漏りやラインの修
繕問題が障害になっている。　前述のとおり、簡単に解決できる問題ではないが、諦めずに所管課に相談しながら進めるとともに、並行
して別の解決策（整備方法）も模索していき、利用者の利便性向上を考慮し施設利用満足度を高めたいと考えます。利用者への対応に
ついては、今年度も日頃のミーティングや都度の注意喚起等でしっかり意識づけをしている。引き続きミーティング・注意喚起・個人面談
などを行い、業務に対する責任と自信を身に付けられるよう指導に努めたい。また引き続き、感染症の対策のために、清掃・除菌、利用
者に対しての注意喚起・体調チェックなどの任意のお願い、スタッフの体調管理などを徹底し、安心・安全に利用して頂ける環境づくりに
努めて管理運営を実施しました。新年度に向け、今後の利用者拡大と施設の魅力創造・発信強化に向けて、スタッフ一同最大限の力が
発揮できるよう努力して、管理運営を実施していきたいと考えます。

備考 評価区分が３以外である理由やその他の特記事項

求める管理水準を満たし、かつ水準よりも優れた内容がある

求める管理水準が適切に実施されている

求める管理水準に概ね沿った内容であるが、一部に課題がある

求める管理水準に沿っていない内容があり、改善を要する

求める管理水準が遵守されてなく、不適切な管理運営がなされている

確認方法
（施設所管課の

み）
書類確認、聞き取り、現地（館内）確認、実態確認等












